
町の世帯と人口（1月１日現在・住民基本台帳）（ ）の数字は前月比

● 世帯数　10,505世帯  (-9)
● 人口　　24,538人　  (-35)
　男 12,209人（-10）

　女 12,329人（-25）

出生　　　  6人 (-  4)
死亡　　　35人 (-  8)
転入　　　47人 (-34)
転出　　　52人 (-18)
その他　　  1人 

赤ちゃん赤ちゃん赤ちゃんこんに
ちは

毎日2人のお兄ちゃんが僕を笑わせようと
競っています^_^
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(水塩大久保)深澤　祐生

令和３年２月１２日生

町
内
の
各
小
学
校
が
毎
年
実
施
す

る
ス
キ
ー
教
室
。
町
が
目
指
す
子
ど

も
像
の
一
つ
、
「
滑
れ
る
子
」
を
目

標
に
、
保
護
者
や
地
域
の
方
の
協
力

を
得
て
行
っ
て
い
る
▼
小
学
生
の
頃

に
ス
キ
ー
を
体
験
で
き
る
の
は
当
た

り
前
で
は
な
い
。
実
感
し
た
の
は
大

学
生
に
な
っ
た
時
だ
っ
た
▼
友
人
10

人
で
長
野
県
へ
ス
キ
ー
旅
行
を
し
た
。

ス
キ
ー
経
験
者
は
半
数
で
、
出
身
地

は
北
海
道
、
石
川
県
、
富
山
県
、
岐

阜
県
、
そ
し
て
栃
木
県
。
西
日
本
出

身
の
ほ
と
ん
ど
の
友
人
た
ち
に
と
っ

て
は
初
め
て
の
ス
キ
ー
だ
っ
た
▼
冬

は
雪
が
降
り
積
も
り
、
町
内
の
ス

キ
ー
場
で
ス
キ
ー
教
室
。
小
学
生
の

頃
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
の
魅
力

に
、
町
を
離
れ
て
気
付
い
た
。
ふ
る

さ
と
の
町
が
と
て
も
誇
ら
し
か
っ
た

▼
１
月
14
日
、
町
は
、
静
岡
県
下
田

市
と
御
用
邸
所
在
地
友
好
都
市
協
定

を
締
結
し
た
。
神
奈
川
県
葉
山
町
と

共
に
３
市
町
で
友
好
を
深
め
て
い
く
。

交
流
し
、
互
い
の
市
町
を
知
れ
ば
、

改
め
て
自
分
の
住
む
町
の
良
さ
に
も

気
付
け
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た

▼
初
め
て
ス
キ
ー
を
習
っ
た
場
所
、「
那

須
温
泉
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
」の

営
業
が
３
月
末
で
休
止
に
な
る
。
理

由
は
近
年
の
雪
不
足
、
施
設
維
持
経

費
の
増
加
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
減
少
な

ど
。
今
後
は
跡
地
の
活
用
法
を
検
討

す
る
。
冬
の
誘
客
促
進
の
み
な
ら
ず
、

町
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
観
光
拠
点
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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か
っ
こ
う

２
月
号
と
３
月
号
は
寄
居
地
区

の
出
身
で
、
多
方
面
に
活
躍
し
た

松
本
兄
弟
を
紹
介
し
ま
す
。
松
本

家
は
、
江
戸
時
代
黒
羽
藩
の
寄
居

西
組
の
名
主
を
務
め
た
家
柄
で
す
。

松
本
兄
弟
の
父
、
松
本
延
太
は
第

４
代
芦
野
町
長
や
石
材
商
を
務
め

た
人
物
で
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
活
躍
し
ま
し
た
。

延
太
の
息
子
は
７
人
い
ま
す
が

今
回
は
、
誠
次
・
軍
三
・
鎗
吉
・

敏
雄
の
４
人
を
取
り
上
げ
ま
す
。

松
本
誠
次
は
、
白
河
市
で
東
北

毎
日
新
聞
を
創
刊
し
た
人
物
で
す
。

明
治
24
年
に
生
ま
れ
、
現
在
の
大

田
原
高
校
を
卒
業
後
、
し
ば
ら
く

は
父
延
太
が
経
営
す
る
石
材
店
を

手
伝
い
な
が
ら
「
萬
有
」
と
号
し

て
小
説
や
詩
な
ど
文
学
的
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
大
正
９
年
に
東
北

毎
日
新
聞
を
創
刊
す
る
と
、
こ
の

新
聞
は
白
河
地
方
で
戦
前
を
代
表

す
る
新
聞
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
誠
次
自
身
は
大
正
14
年
に
若
く

5

し
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

大
越
軍
三
（
旧
姓
松
本
）
は
、

実
業
家
・
政
治
家
と
し
て
活
躍
し

た
人
物
で
す
。
明
治
27
年
に
生
ま

れ
、
現
大
田
原
高
校
・
東
京
外
国

語
大
学
を
卒
業
後
、
大
越
家
へ
養

子
に
入
り
、
朝
日
新
聞
政
治
部
記

者
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
兄
誠

次
が
亡
く
な
る
と
白
河
に
移
り
、

東
北
毎
日
新
聞
の
社
長
を
引
き
継

い
で
い
ま
す
。
ま
た
政
界
に
も
進

出
し
、
福
島
県
会
議
員
を
５
期
、

第
14
代
白
坂
村
長
・
東
京
都
三
鷹

市
議
会
議
員
・
三
鷹
市
商
工
会
長

を
歴
任
し
ま
し
た
。

松
本
鎗
吉
は
、
現
在
の
毎
日
新

聞
の
記
者
・
論
説
委
員
で
あ
り
、

中
国
通
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

戦
中
に
活
躍
し
ま
し
た
。
明
治
29

年
に
生
ま
れ
、
兄
た
ち
同
様
に
現

在
の
大
田
原
高
校
を
卒
業
後
、
当

時
の
大
阪
毎
日
新
聞
に
入
社
し
て

い
ま
す
。
大
正
10
年
、
同
社
特
派

員
と
し
て
中
国
に
派
遣
さ
れ
て
き

た
芥
川
龍
之
介
を
、
北
京
で
接
待

し
て
お
り
、
そ
の
様
子
は
芥
川
の

著
書
「
北
京
日
記
抄
」
で
読
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
芥
川
か

ら
鎗
吉
宛
て
の
手
紙
も
確
認
さ
れ

て
お
り
、
芥
川
龍
之
介
全
集
に
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
本
敏
雄
は
、
現
在
の
千
葉
市

立
中
学
校
・
高
等
学
校
で
教
員
と

し
て
活
躍
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

多
方
面
で
活
躍
し
た
松
本
兄
弟
。

次
回
は
、
武
雄
・
文
雄
・
守
雄
を

紹
介
し
ま
す
。

※
三
鷹
市
議
会
事
務
局
よ
り
資
料

提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
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大越軍三
(1894-1974)
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再発見!

松本鎗吉
(1897-？)
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